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結果をまとめたもので、全 9 章からなっている。 










第 3章はボールミル後のマリサイト型NaFePO4の Na[FSA]-[C3C1pyrr][FSA] イオン液体中
におけるナトリウム二次電池の充放電挙動を調べている。その結果、マリサイト構造内の Na+
拡散と電解質と電極の間の反応は、温度を上げることによって改善されることを示した。また、
可逆容量は 120 サイクルで増加し、363 K で C/2 レートで 100 mAh g-1に達した。Ex-situ Ｘ
線回折測定の結果から、サイクリング後のマリサイト相の保存が確認された。 









NaFePO4 は、363 K で可逆的な鉄の酸化還元が確認され、充放電容量が大幅に増加していた。






れた。1C（117 mA g-1）でのサイクル試験では、298 Kおよび363 Kで300サイク
ル後のクーロン効率は99.9％を超えていた。20Cでの高速充放電サイクルでも、
363 Kで5000サイクル後の容量保持率は89.2％ であり高い容量が得られていた。 
第 6 章においては、均一な NVPC 複合材料とカーボンナノファイバー（CNF）ネットワー
ク材料（NVPC@CNF）を、超音波処理とゾルゲル法の組み合わせによって得ている。 約 8.5 mg 
cm-2の高い活物質目付量でNa[FSA]-[C2C1im][FSA] イオン液体を使用してナトリウム二次電池
の充放電特性を実施し調べた結果、NVPC@CNF では NVPC と比較してレート特性がさらに向上
することを示している。 
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